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１．「日本国はじまりの地 橿原」未来戦略の策定状況と
今後のスケジュール
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●12月議会
（議決）

●審議会答申

●庁内委員会

パブコメ

●庁内委員会

●審議会

●庁内委員会

●
審議会 評価部会

R5度評価

●

9月議会（報告）

評価方法検討

デジ田国家構想総合戦略を勘案した次期総合戦略 改定作業（総合計画との並行改定）

後期基本計画・戦略策定人口ビジョン推計、戦略課題洗い出し

●審議会●審議会

2期総合戦略

R6度評価

2期総合戦略

R7度評価

2期総合戦略

●審議会諮問

●庁内委員会

●審議会

●審議会●
審議会 評価部会 ●

9月議会（報告）

●庁内委員会●
庁内委員会設置

●庁内戦略WS●庁内戦略WS●庁内戦略WS●庁内戦略WS

プロポ ●

契約

次期計画策定 パブコメ業者

●改定にかかる過程 ●行政評価にかかる過程プロポ業者作業

第４次総合計画後期基本計画及び「日本国はじまりの地 橿原」未来戦略の策定について

製本作業

8/55/29 7/2-5

●

庁議

●
説明会

4/16

庁内ヒアリング・調書依頼・検討・校正依頼

5/13 7/24

8/5

・策定方針提示
・スケジュール

・策定中間案
・委員変更

・策定最終案
・パブコメについて

・パブコメへの対応
・答申案（策定最終確認）

・策定中間案

人口ビジョン推計基礎調査

●
説明会

4/15 5/29 7/1-2 8/6

8/65/29 11月上旬

2/10

2/21

1/2210/31 7/7４/22

＜策定スケジュール＞

7/23 10/225/14



＜策定ロードマップ＞

4

第1回WS
（10/31）

●概要説明
●課題・意見出し

第2回WS
（1/22）

●基本目標の共通認識
整理
●課題の再確認

第3回WS
（ 4/22）

●取組み内容の整理
●重点施策の検討
●KPI・目標値の意見

策定委
（2/10）

策定委
（5/14）

審議会
（5/29）

宿
題
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
ま
と
め審議会

（2/21）

第4回WS
（ 7/7）

●素案の最終整理

策定委
（7/23）

審議会
（8/6）

持
ち
帰
り
ワ
ー
ク

策定委
( 10/22)

審議会
(11月上)

議会
（12月）

戦
略
素
案
の
整
理

市長インタビュー
（10月下）

パ
ブ
コ
メ

戦
略
案
の
完
成

事務局

事務局

事務局

副部長

持ち帰りワーク（1回目）

副部長

資
料
事
前
閲
覧

副部長

戦略の完成

・基本目標 サブタイトル
・基本目標のねらい

持ち帰りワーク（2回目）
副部長

・アウトカム、アウトカム指標
・インプット（取組）

持ち帰りワーク
副部長

１． 「日本国はじまりの地 橿原」未来戦略WS進捗について



３．地方創生2.0の閣議決定について
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＜閣議決定の内容＞

目指す姿

目指す姿の説
明

⚫ 「強い」経済
⇒自立的で持続的に成長する「稼げる」経済の創出により、新たな人を呼び込み、
強い地方経済を創出

⚫ 「豊かな」生活環境
⇒生きがいを持って働き、安心して暮らし続けられる生活環境を構築し、地方に新た
な魅力と活力を創出

⚫ 「新しい日本・楽しい日本」

⇒若者や女性にも選ばれる地方、誰もが安心して暮らし続けられ、一人一人が幸せを
実感できる地方を創出
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⚫地方創生2.0（６月１３日閣議決定）
⇒「強い」経済と「豊かな」生活環境の基盤に支えられる多様性の好循環が「新しい
日本・楽しい日本」を創る



地方創生2.0の

基本姿勢・視
点

⚫ 令和の日本列島改造
➢ 人口減少への認識の変化
➢ 若者や女性にも選ばれる地域
➢ 人口減少が進行する中でも「稼げる」地方
～新結合による高付加価値型の地方経済（地方イノベーション創生構想）～

➢ AI・デジタルなどの新技術の徹底活用
➢ 都市と地方が互いに支え合い、人材の好循環の創出
➢ 地方創生の好事例の普遍化と、広域での展開を促進
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政策の５本柱

➢ 安心して働き、暮らせる地方の生活環境の創生
➢ 稼ぐ力を高め、付加価値創出型の新しい地方経済の創生
～地方イノベーション創生構想～

➢ 人や企業の地方分散
～産官学の地方移転、都市と地方の交流等による創生～

➢ 新時代のインフラ整備とAI・デジタルなどの新技術の徹底活用
➢ 広域リージョン連携



＜今後の国の方針＞

進め方

⚫国は地方創生2.0に向けた取組に早急にとりかかる。2025年中
に総合戦略を策定。

⚫総合戦略の策定にあたり、１年、３年、５年の工程表の策定や、
評価指標（KPI）を適切に設定。

⚫地方は地方創生2.0を推進する取組に早期に着手し、地域の多
様なステークホルダー等とともに地方版総合戦略を見直し。

⚫基本構想は今後10年間を対象として策定。中間年度の5年後に
必要な見直し。
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＜地方創生2.0の変更点＞

⚫ 政策の柱
・地方に仕事をつくり、安心して働けるようにする
・地方への新しいひとの流れをつくる
・若い世代の結婚・出産・子育ての
希望をかなえる
・時代に合った地域をつくり、安心なくらしを
守るとともに、地域と地域を連携する

まち・ひと・しごと創生総合戦略
（地方創生1.0）

⚫ 目標
・人口減少・地域経済縮小の克服
・中長期展望として「2060年に１億人程度
を維持」を提示し、人口減少を押しとどめる

地方創生2.0
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・人口規模が縮小しても経済を成長させ、
地方を元気にする。
・当面の人口減少が続くことを正面から受け止め、
適応策を講じる。

・安心して働き、暮らせる地方の生活環境の創生
・稼ぐ力を高め、付加価値創出型の新しい地方経済
の創生
・人や企業の地方分散
・新時代のインフラ整備とAI・デジタル等の新技術の
徹底活用
・広域リージョン連携



＜橿原市の対応方針＞

現状

対応方針

⚫橿原市としての対応方針
⇒これまでの策定ワークでの議論の積み重ね、庁内策定委員会及び総合政策審議
会での審議の内容も踏まえて、現在の素案の体系や数値目標を維持。
ただし、「地方創生2.0」を踏まえた国の総合戦略も考慮し、関連する取組みについ
ては、交付金の獲得も見据えて組み換えを行っていく。また、随時見直しも行っていく。
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⚫ 「地方創生2.0」の大きな変更点
・人口減少を抑制する目標が、人口減少を正面から受け止め経済成長する目標へと
変わっている
・政策の柱が４本から５本になり、内容も組み換えられている。


